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２０１３年５月２０日から６月１４日の４週間、フランスのリヨンにある Hopital Louis Pradel にて病院実習を行
いましたので報告いたします。今回初めての実習病院となったため、現地のスタッフも私も手探りでのス
タートとなりましたが、今後の私の人生にとって重要な４週間を過ごすことができました。海外にて病院実
習を希望する方へ少しでも参考になれば幸いです。
また、今回の実習に当たり、ご多忙の中ご尽力くださった富山大学附属病院第一外科の芳村直樹教授はじ
め、海外選択制臨床実習を支えてくださった多くの方々に、このような素晴らしい機会を与えてくださり、
心から感謝いたします。ありがとうございました。
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１．海外臨床実習を知ってから日本出発まで
フランスのリヨンという都市を聞きなれない方も多いかと思いますので、リヨンについて簡単に紹介しま
す。リヨンはローヌ・アルプと呼ばれるスイスに近いフランスの地域の県庁所在地で、パリから TGV で１
時間半南下したところにあります。『星の王子様』の作者、サン・テグジュペリ生誕の地であり、フランス
でも美食の街として知られ、ポール・ボキューズなどの有名シェフを数多く輩出する、パリに次ぐフランス
第二の都市です。
ａ．海外臨床実習を希望した理由
海外臨床実習を選択する理由は個々人によってさまざまです。私の場合は、海外の発展途上国の医療に
興味があり、国境なき医師団や JICA で活動されている方のお話やワークショップに参加してきました。
しかし、将来海外への臨床留学や研究留学の機会を得たいと思ったとき、在学中に先進国の小児医療や医
療システムの現状を見ておきたいと思い、今回フランスの医療現場に実習しに行く機会を得ることができ
ました。
ｂ．承諾までの経緯と病院について
４年生の１０月に海外臨床実習に行かれた先輩のお話を発表会にて伺い、自分もこの頃からアドバンスで
は海外に出たいと考えていました。５年生の春以降、公式ホームページで募集されている各大学の
Elective についての概説を見ていたのですが、費用面や英語力が足りず、Elective で海外に実習に行くの
は難しいと思い始めていました。ちょうどその６月末頃に第一外科の小児心臓外科チームで BST をさせ
ていただき、１０月末にアドバンスで第一外科からドイツにいく人がいる、という話を聞いて、その日にア
ポイントメントをとり、芳村教授のもとにアドバンスの相談に伺わせていただきました。
今回実習させていただいた病院は、芳村教授が２０００年に１５か月間小児心臓外科のトレーニングのため在
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籍していた病院であり、芳村教授が現地の教授やスタッフの方々
と現在に至るまで連絡を取り合っておられたことや、何よりも芳
村教授のご人望が厚いからこそ、リヨンの小児心臓外科チームの
教授である NINET 教授も私のような一学生が実習することを承
諾いただけた次第です。今回無事にプログラムとして継続してい
けるような形づくりができたことに安心しています。
ｃ．渡航前の準備
今回が初めての試みということもあり、リヨン在住の日本人の
方にアパートを決めていただいたりして、大変お世話になりまし
た。また病院側からは海外から研修に来る先生用に病院に併設し
ている Internat という寮も手配していただけましたが、こちら
の方には主に住まず、日本人の方に紹介いただいた市街地に近い
家具つきアパートを１ヶ月借りました。
第２外国語は中国語選択だったので、フランスに行くことが１２
月に決まってから少しずつ勉強を始め、一通りのあいさつや自己
紹介はできる状態で渡航しましたが、聞き取りはあまりできない
ままだったので、フランス語しか話せないスタッフや患者さん、町の人にはかなり苦戦しました。
渡航する前に円安が加速してしまったため、必死の思いでアルバイトをし、約４０万円貯めて渡航しまし
た。フランスの田舎を訪れたかったので、フランスレイルパスというフランスの国鉄４日指定した日が乗
り放題になる券を日本で購入しておいたのが、とても役に立ちました。
２．リヨンにて
ヨーロッパで１ヶ月暮らすのは、４年次にマルタ共和国へ英語留学に行って以来でした。その時はホーム
ステイだったので自給自足ではなかったのですが、今回はアパートを借りてスーパーに行き、自炊しながら
の実習だったので、手探りの毎日に最初の１週間は疲労困憊でしたが、２週間目からはリヨンを楽しめるよ
うになり、フランス人と日本人との仕事に対するスタンスや国民性の違いに日々驚きながら４週間を過ごし
ました。
ａ．小児心臓外科での実習
最初の２週間は、NINET 教授の小児心臓外科
チームで手術の見学を行いました。１週間目は
NINET 教授がバカンスのためおられず、助教授で
ある HENEIN 先生について術野に入って助手をし
て過ごしました。
日本ではなかなか見られない小児の心臓移植の術
野に入り、真っ白だった心臓へ血液が還流していく
にしたがって赤くなっていく様子に感銘を受けまし
た。
また同じ執刀医が一日に２件または３件の手術を
こなしていく圧倒的な速さに驚くと同時に、フラン
スでは分業されているため外科の先生たちは手術を
したらすぐ帰宅するのが普通であり、日本との医療システムの違いを実感しました。
また２週目には NINET 教授が戻られ、精密かつ迅速な手術にただ圧倒されるばかりでした。私のよう
な素人から見ても素晴らしい外科医であることは間違いなく、海外からトレーニングに来ている先生方は
NINET 教授の手術の様子を熱心に見学されていました。人工心肺につなぐまでの速さと、心臓に縫合を
加えるときの丁寧さのメリハリが印象的でした。
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ｂ．小児科・先天性心疾患部門での実習
後半の２週間は同じ病院内にある先天性心疾患の
病棟で実習させていただきました。ここでは前半２
週間で手術していた患者さんの術前・術後評価や内
科的治療が行われている病棟で、特に盛んにやって
おられたのは週２回各３例あるカテーテル治療でし
た。
フランスの医学生がやるべき仕事は、次々入って
くる新患の患者さんの問診・診察をして、入院カル
テを書くことや、心電図をとることでした。私は１
人の医学生に付き添って問診や診察の様子を見た
り、上級医の心エコーを見たり、週２回のカテーテ
ル検査の見学に行って、Ampratzer を使った治療
を初めて見学したりして、あっという間の２週間を
過ごしました。
ｃ．現地での生活
病院内には、日本人はおろかアジア人すら見かけ
ませんし、街中では英語があまり通じない中、１か
月間自炊しながら生活するのは、かなりハードな訓
練のようなもので、最初の１週間は初めてのホーム
シックになり、時差を見計らっては友人や家族に電
話して日本語を話す機会を得ました。
２週目からは現地の生活にもなれ、近くのスー
パーでも難なく買い物できるようになり、電車やト
ラム、バス、レンタルサイクルなども積極的に使って街中に出ていけるようになりました。通勤途中にお
気に入りのパン屋さんを見つけ、そこでバケットを買い帰宅するのが楽しみでした。また３週目の週末に
はリヨン在住の日本人会の催しに参加させていただき、企業の駐在員の方や領事館の方とも仲良くなり、
これからプログラムに参加する後輩にも力になってくれそうな日本人の方を見つけることができて安心し
ています。
またもともと旅が好きなので、週末にはガイドブックにあまり載っていないような、リヨンから行ける
グルノーブルやボーヌなどの田舎に電車で赴いたり、友人を訪ねてスペインまで行ったりと、週末は旅に
当てていました。
３．感想
ヨーロッパは費用もかかりますし遠いし、英語もあまり通じなくてやっていけるか不安に思う人もたくさ
んいると思います。でもあまり言語すら通じない異国の地で、こんなに優秀な先生や医学生、研修医さんが
いることを実感できたことや、さまざまな治療法や概念にめぐりあうことができた経験は、何にも代えられ
ないものだと思いました。
またもともと日本は大好きですが、もっと好きになりました。『おフランス』というと、すごくお高くて
上品なイメージですが、性格も清潔さも丁寧さもコストパフォーマンスも、日本の方が断然優れていると思
います。そんなステレオタイプを脱ぎ捨てたい方、世界レベルの医療を垣間見たい方、一流の小児科医・小
児循環器外科医になりたい方、ぜひフランスのリヨンに赴いてみてください。きっと新しい自分の人生の展
望が明確になるでしょう。
最後に改めましてこのような機会を与えてくださった第一外科芳村直樹教授はじめ、現地の居住地を見て
くださったリヨン日本人婦人会代表のガートナーのり子様、日産化学ヨーロッパ支部駐在員の皆様、リヨン
日本領事館の皆様など、今回の研修でお世話になったすべての方々に感謝の意を表します。ありがとうござ
いました。
３週間目のスケジュール
左：Dr Sassolaus 右：研修医の Benedict
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